































































































































































































































































































































































































































































計 167 24 91 0 7 2
＊アデノウイルス2型
のトリ型ウイルスへの感染を調査するため，2002年度よ
りブタ血清中のトリ型ウイルス抗体価測定を実施してきた
が，抗体価測定の場合，①ウイルスの性質を調べることが
できない，②発生時期を確定できない，③非特異反応が起
こる，という問題点が回避できないことから，2005年度
はブタ鼻腔中からのトリ型ウイルス分離を実施した．
　本調査によりトリ型ウイルスは分離されなかった．しか
しながら，今回は検体数が20検体と少なく対象地域も1
カ所であることから十分な調査とは言えない．今後とも調
査を実施するには，さらに養豚業者の協力を得やすいよう
努力することも必要であると考えられた．
　厚生労働省のインフルエンザ様疾患発生報告（週報）に
よると，2005年秋～2006年春の全国におけるインフルエ
ンザ様疾患患者数（2006年3月25日現在）は217，903
名3）で，前年同時期4）に比べ40％減少した．さらに北海道
においては，前年同時期に比べ62％の減少があり31，996
名であった．今年度は全国の患者数に占める北海道の割合
は14．7％で，前年（23．4％）に比べ8．7％低下した．これ
は過去21年間の平均（18．7％）と比べても低い値であり，
また患者数も1993年度（3，713名）5），2000年度（22，919
名）6）に次いで少なかった．B型ウイルスによる流行が起
こった4月以降の報告がないため正確な数値は把握できな
いが，山口県，埼玉県及び横浜市からも4月以降の流行が
報告されており7－9），患者数はその後全国的に増加したも
のと考えられる．インフルエンザの流行が6月に入っても
終息しないことは過去にもあるが，今回の結果で見られた
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ような5～6月を中心とした流行はあまり例のないことで
ある．その理由として，以下に記載した二点が大きな要因
として関わっていると考える．①A型ウイルスによる流行
が比較的長く続いたためにB型ウイルスによる流行時期が
ずれた，②今回流行したB型ウイルスは近年見られない
ヴィクトリア系統ウイルスであったことから抗体保有率が
低く（図1），しかもワクチン株とは異なる系統であった．
　なお，A型ウイルスによる流行期間が長めに推移した理
由の一つとして，A型ウイルスに対する抗体保有率が比較
的高く保持されていたことで流行が急速に拡大しなかった
ことが考えられる．
●2000年度以降の道内におけるインフルエンザの流行は，
2004年度を除き小規模に推移している．これは，ワクチ
ン接種率の向上を始め，抗インフルエンザ薬による早期治
療が功を奏しているものと考えられる．平成18年度はB
型ウイルスの流行に対するワクチン効果は期待できなかっ
たが，A型ウイルスに対しては十分な効果があったことが
推測される．本調査の結果はワクチン株の決定に役立って
おり，また世界的規模での大流行が予想される新型ウイル
スの発生防止にも貢献できるものと考えられることから，
今後も本調査を継続していく必要がある．
　稿を終えるにあたり，検体採取にご協力いただきました
北海道保健福祉部疾病対策課及び道立保健所の諸氏，定点
医療機関の諸先生，市立札幌病院富樫武弘院長ならびに八
雲食肉検査事務所の皆様に深謝します．
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